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月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
日

10

21

23

程
で
、
岩
手
県
北
上
市
、
山
形
県

米
沢
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
」に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
北
上
市
は
人
口
約
９
万
４

千
人
、面
積
４
３
７
・　

平
方
キ
ロ
。

55

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
、
従
来
型
の

行
政
管
理
か
ら
戦
略
的
な
行
政
経

営
へ
の
取
り
組
み
を
目
指
す
中
で
、

平
成　

年
６
月
市
長
の
リ
ー
ダ
ー

14

シ
ッ
プ
に
よ
り
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

三
役
及
び
各
部
長
で
構
成
す
る

行
政
評
価
経
営
者
会
議
並
び
に
市

長
が
任
命
し
た
職
員
で
構
成
す
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
研
究
会
を
設

置
し
て
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
約
１
、
８
０

０
に
も
上
る
事
業
の
棚
卸
し
を
実

施
し
、
事
業
の
効
果
と
予
算
と
の

整
合
性
を
検
証
し
て
施
策
の
評
価

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
全
体
の
運
用
の
中
に

行
政
評
価
を
連
動
さ
せ
る
よ
う
、

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー
を
用

い
て
行
政
評
価
を
来
年
度
の
予
算

に
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
行
政
評
価
に
よ
っ
て

の
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
は
具
体
的

に
は
な
い
状
況
で
あ
り
、
事
業
見

直
し
の
参
考
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い

る
程
度
で
し
た
。

　

課
題
と
し
て
、
多
く
の
事
業
が

あ
る
中
で
評
価
基
準
の
統
一
が
難

し
い
こ
と
、
評
価
す
る
事
務
事
業

の
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
、
ま
た
内
部
評
価
だ

け
で
な
く
第
三
者
の
外
部
評
価
が

必
要
で
は
な
い
か
、
評
価
シ
ス
テ

ム
が
予
算
と
連
動
す
る
こ
と
は
か

な
り
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
協
働
推
進
条

例
」
と
「
米
沢 
鷹  
山 
大
学
ま
ち
づ

よ
う 
ざ
ん

く
り
人
財
養
成
講
座
」
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
米
沢
市
は

人
口
約
８
万
９
千
人
、
面
積
５
４

８
・　

平
方
キ
ロ
。

74

　

協
働
推
進
条
例
は
、
平
成　

年
19

８
月
に
協
働
推
進
市
民
会
議
を
立

ち
上
げ
て
協
議
を
重
ね
、
平
成　
21

年
４
月
に
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

米
沢
市
の
特
徴
と
し
て
は
、
条

例
制
定
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
既

に
市
民
参
加
が
重
視
さ
れ
、
一
般

公
募
の
市
民
と
市
職
員
で
構
成
さ

れ
た
市
民
会
議
に
よ
っ
て
条
例
が

制
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
市
民

が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
市

と
協
働
し
、
そ
の
最
終
目
的
は
住

民
自
治
の
実
現
で
あ
り
、
市
は
市

民
参
加
を
促
進
し
つ
つ
協
働
を
着

実
に
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
な
ど
、
協
働
の
理
念
の
明
確
化

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
問

題
を
市
民
、
行
政
が
協
働
し
て
解

決
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
市
民
か

ら
の
提
案
を
受
け
、
そ
れ
を
審
査

し
て
、
そ
れ
が
適
当
で
あ
れ
ば
実

施
に
向
け
て
行
政
が
市
民
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
問
題
の
解
決
を
す

る
協
働
提
案
制
度
は
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

米
沢
鷹
山
大
学
ま
ち
づ
く
り
人

財
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、
米
沢

の
風
土
、
歴
史
が
そ
う
さ
せ
る
の

か
、
協
働
推
進
条
例
、
ま
た
協
働

提
案
制
度
、
市
民
公
益
活
動
支
援

補
助
金
制
度
な
ど
、市
民
が
行
政
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
を
で
き
る
制

度
の
充
実
や
市
民
が
参
画
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

鷹
山
大
学
も
、
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、
生
涯

学
習
を
通
し
て
よ
り
よ
い
地
域
社

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
涯
学

習
の
中
で
、
要
望
だ
け
で
は
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
提
言
、
活
動
が
で
き

る
市
民
を
育
て
る
こ
と
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
参
加
さ
れ
る
市
民
の

横
の
連
携
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、

市
へ
政
策
の
提
言
を
実
際
に
さ
れ

て
い
る
こ
の
事
業
は
、
年
間
の
総

予
算
が　

万
円
だ
そ
う
で
す
。
小

65

郡
市
と
し
て
も
、
既
存
の
形
に
こ

だ
わ
ら
ず
研
究
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
日

10

20

22

程
で
、
兵
庫
県
加
古
川
市
、
滋
賀

県
草
津
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

�
�
�
�
で
は「
幼
保
一
元
化
」

に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

加
古
川
市
は
人
口
約　

万
８
千
人
、

26

面
積
１
３
８
・　

平
方
キ
ロ
。

51

　

加
古
川
市
の
志
方
地
区
で
は
少

子
化
に
よ
る
園
児
数
の
減
少
に
伴

い
、
園
庭
、
遊
戯
室
等
を
共
有
し
、

集
団
生
活
に
お
け
る
育
ち
合
い
や

良
い
意
味
で
の
競
い
合
い
を
醸
成

す
る
な
ど
、
就
学
前
教
育
及
び
園

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成　

年
４
月
、
同
じ
敷
地

14

に
「
し
か
た
保
育
園
」、「
し
か
た

幼
稚
園
」
を
設
置
し
、
平
成　

年
18

４
月
１
日
よ
り
総
称
を
「
し
か
た

子
ど
も
園
」
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

加
古
川
市
で
は
、
こ
の
「
し
か

た
子
ど
も
園
」
を
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
国
が
す
す
め
る
「
認
定
こ

ど
も
園
」
に
よ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
計
画
で
し
た
が
、
認
定

を
受
け
て
も
財
政
上
の
補
助
が
無

く
、
幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
、
保

育
園
は
厚
生
労
働
省
と
国
の
管
轄

が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
保

護
者
組
織
の
違
い
や
授
業
料
と
保

育
料
の
違
い
等
、
多
く
の
課
題
が
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あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
計
画
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
「
幼
保
一
元
化
」に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
多

く
、
小
郡
市
で
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

�
�
�
で
は
「
草
津
市
地
球
温

暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
草
津

市
は
、
人
口
約　

万
人
、
面
積　

・

12

67

　

平
方
キ
ロ
。

92
　

草
津
市
で
は
、
平
成　

年
４
月

20

に
愛
す
る
地
球
の
た
め
に
約
束
す

る
草
津
市
条
例
を
施
行
し
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
温
室
効
果
ガ
ス

の
抑
制
及
び
吸
収
源
対
策
等
が
総

合
的
、
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
ぐ
る
み
で
地
球

温
暖
化
防
止
運
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
平
成　

年
３
月

21

に
草
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
を
策
定
し
、
町
内
会
、

企
業
、
市
民
、
学
校
、
団
体
、
市

役
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
連
携
し
て
取

り
組
め
る　

の
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

12

を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的

達
成
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
民
、
各
種
団

体
、
事
業
所
及
び
行
政
等
が
協
働

で
取
り
組
め
る
も
の
ば
か
り
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
事
業
も
ユ

ニ
ー
ク
で
お
金
を
か
け
ず
に
す
ぐ

に
で
も
取
り
組
め
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
環
境
問
題
は
人
類
生
存

の
根
幹
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
小
郡
市
で
も
草
津
市
を

参
考
に
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
　

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
日

11
程
で
、
福
井
県
大
野
市
、
福
井
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
街
な
み
環
境

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。人
口
約
３
万
８
千
人
、

面
積
８
７
２
・
３
平
方
キ
ロ
で　
87

％
が
森
林
。

　

福
井
の
小
京
都
と
言
わ
れ
、
特

に
地
下
水
が
豊
富
で
湧
水
地
も
多

く
、
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
活
様
式
の
変
化

や
開
発
に
よ
り
水
位
が
低
下
し
つ

つ
あ
り
、
住
民
一
体
と
な
り
美
化

作
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
事
業
の
策
定
に
は

住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

重
ね
、
平
成　

年
の
福
井
豪
雨
に

16

よ
る
被
害
も
あ
り
、
平
成　

年
か

17

ら　

年
ま
で
の
総
事
業
費
８
億
９

26
千
万
円
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

越
前
大
野
城
の
復
元
し
た
外
堀

の
そ
ば
に
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

と
い
う
建
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
小
学
校
、
公
民
館
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
が
同
居
す
る
複
合
施

設
と
し
て
、
学
び
、
集
い
、
遊
び

の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
将
来
の
道
し

る
べ
と
す
べ
く
参
考
に
な
り
ま
し

た
が
大
野
市
は
城
下
町
と
し
て
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
、

本
市
の
地
域
性
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
ま
ち
づ
く
り

は
住
民
参
加
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

�
�
�
で
は
、「
総
合
的
な
都

市
浸
水
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
井
市
は
、
人
口
約　

万
人
、

27

面
積
５
３
６
・　

平
方
キ
ロ
。

17

　

下
水
道
事
業
は
昭
和　

年
に
着

23

手
さ
れ
、
単
独
公
共
下
水
道
、
流

域
関
連
公
共
下
水
道
、
特
定
環
境

下
水
道
が
推
進
さ
れ
、
計
画
総
面

積
５
、
５
０
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

平
成　

年
度
が
最
終
年
度
で
普
及

32

率
１
０
０
％
を
目
指
し
、
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
７
月
の
福
井
豪
雨
に

16

よ
り
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
緊
急
浸
水
対
策
事

業
と
し
て
雨
水
貯
留
管
の
建
設
に

着
手
、
平
成　

年
度
か
ら
５
カ
年

16

計
画
で
雨
水
貯
留
管　

箇
所
、
総

11

貯
留
量
約
２
、
２
０
０
立
米
、
雨

水
貯
留
管
は
シ
ー
ル
ド
工
法
で
直

径
は
３
、
７
５
０
ミ
リ
あ
り
、
平

成　

年
度
完
成
を
目
指
し
て
あ
り

21
ま
す
。

　

特
に
、
市
街
地
を
流
れ
る
足
羽

川
河
川
激
甚
災
害
対
策
緊
急
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
殊
堤

防
強
化
、河
床
の
掘
削
７
万
立
米
、

橋
の
架
け
替
え
な
ど
、
災
害
防
止

と
と
も
に
自
然
に
も
配
慮
し
た
河

川
の
改
修
も
さ
れ
て
お
り
、
本
市

の
こ
れ
か
ら
の
宝
満
川
改
修
工
事

の
推
進
に
対
し
て
も
多
い
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
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